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1. 研究背景と目的 

鉄筋コンクリート（以下，RC）部材に生じるひび割

れ幅は，RC 構造物の耐久性を評価する上で重要な要

素であり，精密に算定することが望ましい．ひび割れ

幅はコンクリートの収縮及びクリープ等によって経時

変化することが知られている．一方，現状ではひび割

れ幅に及ぼすクリープの影響の一つである，付着クリ

ープの影響は設計上，陽な形で考慮されていない． 

付着クリープに着目した研究例えば 1)は現時点で十分

とは言い難く，特に鉄筋径が付着クリープの性状に及

ぼす影響については未解明である．実構造物で使用さ

れる鉄筋径は多様であるため，あらゆる構造物のひび

割れ幅を精度よく算定する上で，鉄筋径が付着クリー

プに及ぼす影響を調査する意義は深いといえる．そこ

で本研究では，RC 部材の付着クリープに及ぼす鉄筋

径の影響について実験的に検討した． 

 

2. 実験概要 

2.1 供試体 

 Fig.1 に RC 供試体の形状・寸法を示す．供試体は

100 × 100× 1000 mmの RCの両端部から 200 mmずつ

鉄筋を張り出した形状である．使用するコンクリート

は普通ポルトランドセメントを使用し，水セメント比

が 60 %，単位水量が 170 kg/m3の配合とした． 

作製した供試体は打設から 1日後に脱型した．脱型

直後に封緘処理を行い，その後，温度 20℃，平均相対

湿度 60 %（湿度変動範囲 60±10 %）の恒温恒湿室内

で 28日間以上養生した． 

 

2.2 実験シリーズ 

 実験シリーズを Table 1に示す．実験シリーズは鉄

筋径を D10，D13，D22としたシリーズに大別される．

各シリーズには，荷重を単調増加させる静的載荷試験

に供したM供試体と，荷重を単調増加した後に荷重を

一定値に保つ持続載荷試験に供した S供試体が含まれ

る．供試体は各シリーズに 1体ずつである． 

Table 1 実験シリーズ 

 

 

 

Fig. 1 供試体概要 

 

 
Fig. 2 載荷試験装置 

 

2.3 実験方法 

RC 供試体は Fig.2 に示すように垂直に載荷装置に

設置したうえで，引張力を加えた．供試体にひび割れ

が複数生じるまで荷重を単調増加させた．持続載荷試

験では，その後，載荷した荷重を 21日間にわたって保

持した．載荷試験は恒温恒湿室内で行った． 

荷重は以下の式(1)で算定した． 

𝑃 = 𝐸𝑠𝐴𝑠𝜀𝑠 (1) 

シリーズ 供試体名 載荷条件
載荷時材齢

（日）
養生条件 実験場所

D10M 単調載荷 107

D10S
26kN,21日間
持続載荷

126

D13M 単調載荷 28

D13S
26kN,21日間
持続載荷

41

D22M 単調載荷 28

D22S
26kN,21日間
持続載荷

28

恒温室

D10

D13

D22

温度20℃
封緘処理

鉄筋(D10,D13,D22)

100

100 200 200250250

変位計

ひずみゲージ

500（試験区間）

100

PC鋼棒(φ17mm)

センターホール
ジャッキ

鋼製ばね

くさびグリップ

RC供試体

反力フレーム

変位計

ひずみゲージ

V-22 令和4年度土木学会中部支部研究発表会

- V-22 -



ここに，𝑃：荷重，𝐸𝑠：鉄筋の弾性係数，𝐴𝑠：鉄筋の断

面積，𝜀𝑠：鉄筋のひずみである．𝜀𝑠は供試体から張り出

した鉄筋に貼付したひずみゲージにより計測した． 

 供試体の軸方向変位は Fig.1 に示すような測定器具

により測定する．載荷試験により生じるひび割れを複

数本含んだ区間の平均ひずみを測定するために試験区

間を供試体中央部 500 mmに設定した． 

 

3. 実験結果と考察 

 本稿では，本研究の実験結果のうち，代表的な D10，

D22シリーズの結果について取り上げ，考察を述べる． 

Fig.3 に静的載荷試験で得られた荷重𝑃と平均ひず

み𝜀の関係の代表例として，D10M供試体の結果を示す．

同図の𝑃𝑐と𝑃𝑠は荷重𝑃の内，それぞれコンクリートと鉄

筋が受け持つ荷重である．ひび割れの発生に伴い𝑃𝑐が

低下するのはコンクリートの負担できる力が小さくな

るためである．以上のような実験結果の傾向は，既往

の研究 2)でも確認されており，鉄筋径を変えた今回の

実験も既往研究と同様の試験方法で載荷試験ができる

ことが確かめられた． 

Fig.4にD10S供試体とD22S供試体を持続載荷した

際のコンクリートの平均ひずみと載荷時間の関係を示

す．図中のコンクリートの平均ひずみは，持続載荷開

始時点のコンクリートの平均ひずみを原点とし，持続

載荷中のひび割れ発生による瞬間的なひずみの増加は

計上していない．Fig.4より，D10S供試体では，持続

載荷開始から約 3.7 日までコンクリートの平均ひずみ

が増加傾向にある．一方，それ以降は，コンクリート

の平均ひずみが減少傾向にある．これは，付着クリー

プが収束し，乾燥収縮が付着クリープを卓越したため

と推察される．D22S供試体では，載荷時間が約 4.1日

までコンクリートの平均ひずみが増加傾向にある．そ

れ以降は，D10S供試体とは異なり，コンクリートの平

均ひずみは一定値に収束する傾向にある．これは，

D22S供試体では載荷後約 4.1日以降，付着クリープと

乾燥収縮が同程度生じたためと推察される． 

乾燥収縮は各供試体で同程度と考えられることと，

以上の持続載荷試験の結果を併せて考察すると，D10S

供試体よりも D22S 供試体の方が，付着クリープの収

束速度が遅いといえる．よって，鉄筋径が太くなるほ

ど付着クリープは長期にわたって緩慢に生じるものと

考えられる． 

 
Fig. 3 荷重－平均ひずみ関係（D10M 供試体） 

 

Fig. 4 持続載荷した D10S，D22S 供試体の RC 中のコンクリ

ートの平均ひずみ－載荷時間関係 

 

4. まとめ 

本研究では，付着クリープに及ぼす鉄筋径の影響を

RC 供試体の一軸引張試験により検討した．以下に本

研究の成果をまとめる． 

既往研究 2)と同様の試験方法および載荷装置によっ

て，鉄筋径が異なる供試体の載荷試験が行えることを

静的載荷試験の結果から確かめた． 

また，持続載荷試験の結果よりD10S供試体と D22S

供試体の平均ひずみの経時変化の傾向が異なることを

明らかにした．この結果より，鉄筋径が太くなると付

着クリープが大きく，緩慢に生じる可能性を考察した． 
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